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   Es wird  fiber 111  Fdlle von Blasentumoren in den letzten 5 Jahren berichtet. Es handelte 
sich in 3.41% wegen aller urologischen Patienten. 77.6% der Patienten waren Manner, 22.4% 
Frauen. 73.6% der Patienten waren  iiber 50 Jahren. Die Dauer, Beruf, Disposition, Sympto-
matik, Nierenfunktion u. a. wird  ausfiihrlich besprochen.

膀胱腫瘍 の統計的観察 に関 しては多 くの報告

があるが,1956年 よ り1960年 にわ たる5年 間に

外来で経験 した原発性膀胱腫瘍103例 並 びに続

発性膀胱腫 瘍8例 につい てその頻度,性 別,年

令,病 歴期 間,膀 胱鏡所見 などを中心 として統

計的に観察 したのでその成績につい て 報 告 す

る,こ れ らの中で も相互 に関連す る も の が あ

る,例 えば病歴期間 の長 いものでは膀胱鏡的 に

みて多発性であつた り.腎 機能 が不良 となつた

りする如きである.而 して ここに得 られた成 績

は広大皮泌科外来 に於け る統 計であ り,他 の成

績との対比 は困難 であ り同一 視する ことは出来

ないが,諸 家の報 告 と対比 しなが らこれ を述べ

ていきたい.

成 績並 びに考按

発生頻度

一一■般ee膀胱腫瘍の発生頻度は0 .4%(有 賀)～1,08%

(菅原)と 云われており諸家の報告もこれに近い値を

与 え て い るの に対 し,当 科 に おけ る過 去5年 間 の膀 胱

腫 瘍 患者 は 続 発性 の ものを 含 めて111例 で あ り,表1

に み られ る 如 く泌 尿器 科 外来 患 者総 数3,251例 に対 し

原発 性 の ものは3.17%,又 続 発性 の もの を 含 め る と

3.41%で あ り,最 も多 い年 は 昭 和34年 の4.22%と 我 々

の場 合膀 胱 乳 頭 腫 を含 む に して も,他 の 成績 に 比 しか

な り高 い値 を 示 してい た,こ の ことに つ いて は熊 本 ・

表1膀 胱 腫 瘍患 者 頻 度(原 発性)

年 外 来 数6♀ 計%

3144973102.23

32361132154.工6

33678163192,80

34783267334.22

35980188262.65

「1

計3・25ユ180231033・17

6/♀=77,6/22.4
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京都等と共に広島県は膀胱腫瘍が多いという瀬木の死

亡統計,又 九州と共に広島県は外来患者頻度も高いと

い う辻の外来統計などからも明らかにされており・我

々の統計も当科外来患者の大半が広島県人であること

と共にこれに一致する成績である.

1性 別

原 発 性i膀胱 腫瘍103例 にっ い てみ ると表1に み られ

る様 に 男子80例,女 子23例 で,そ の 比 はそ れ ぞれ77.6

%・22、4%と な る,す なわ ち男 女 の比 は3.5:1で あ

る.こ の値 は 菅原 の21に 比 しや や 男子 が 多 く,市

川 の男 子75.7%,女 子24.3%,す なわ ち男 女比3:1

市 川等 の3.5;1,南 の3.4:1,又 近 藤 の各 々71.4

%,28.6%,西 村 の83%:17%,加 藤 の88:12,

Morstifiの75.8%=24.2%等 と類 似 の 成績 で あ り,

本 症 も男子 多 発 の傾 向 を有 す ると云 え る.こ れ は1950

年 か ら1956年 にわ た るEngland並 び にWalesの 膀

胱 悪 性 腫瘍 患 者 と腎 を 含め て の尿 路 悪 性腫 瘍 患老 の男

女 比2.32:1や,UnitedBirminghamHospita1(19

57)の 悪性 腫 瘍患 老 の 男女 比2.85:1に 比 し我 国で は

男 子 がや や 多 い様 な 成 績 を示 す もの が多 い.

続 発性 腫 瘍

周 囲 臓器 よ りの 浸 潤 の外,消 化 管 な ど よ りの転 移 も

報 告 され てお り,我 々の場 合 表2で み る如 く続 発 性膀

胱腫 瘍 を8例 経験 した.こ の 値は 市 川 の原 発性 と続 発

性 の比 がそ れ ぞれ93.8%:6.2%と 原発 性膀 胱 腫 瘍 が

圧倒 的 に 多 い成績 と一 致 し,我 々の 場合92.8%:7,2

%な る成績 となつ た,な お この 内訳 は 男1例,女7例

で あ り原発 巣 と して 子 宮癌 よ りの浸 潤 性 の変 化が 最 も

多 く うち6例 を 占め て い た.

表2一
年

31

32

33

34

35

計

例

3

1

2

続発性膀胱腫瘍軒
子 宮 癌

悪性繊毛上皮腫

直 腸 癌

1

1

計

6

1

1

8

75,0

12,5

12.5

100

8

6/9=1/7

年令別頻度

年令別分布を表3の 如 く10才毎 に8群 に分つて調ぺ

てみた.こ れでみるとその多くは60才 以上でありこの

年令層が50.4%を 占めている,そ して50才 以上を通計

するとこのものが73.6%を 占め,市 川の76%,近 藤の

76.2%,菅 原の67.2%等 諸家の成績と一致する成績を

得た.そ の他Payneは 初診時50才 以上は87,6%で あ

るとし,そ の平均年令は63.5才 であると述ぺている.

又我々の場合40才 以上の患者数は103例 中90例,す な

わち88.1%の 多 きを数え,女 子の方が一般に男子より

高年者の数が多いことから考えれば,よ り男子の方が

高年者に本症の発生が多いといえよう,又 翻ljで これ

をみると男子では70才 以上が27.5%で 最 も多く,女 子

では60才 台が30.4%と 最 も多かつた.こ の成 績は

Payneの 男子では60～65才 が,又 女子の場合65～70

才が最も多 く平均男子62.7年,女 子66.5年 となりこれ

表3年 令 別 頻 度

年 令 3 % ♀ % 計 %

、

0～9

10～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～

2

2

3

1

12

19

19

22

2.5

2.5

3.8

1.3

15.0

23.8

23.8

27.5

1

4

2

5

7

4

4.3

17.4

8.7

21.7

30.4

17.4

2

2

4

5

14

24

26

26

2.0

2.0

3.9

4.9

13.5

23,2

25.2

25.2

計
1

80 100 23 100 103 100
一
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は高年者に女子が多いためにかかる成績が得られたと
覧する説にやや反する成績である

.勿 論外来患者の男女

比,年 令構成から見れぽ我々の場合この差は大した意

味のないものと思われる.な お我々の場合若年者の例

がかなりあり,最 年少者は8才 の男子の膀胱血管芽細

胞腫の1例 であつた.し かしながら50才 以下の例の多

くは乳頭腫であった。

悪性腫瘍の遣伝については古くより注目されて来た

所であるが,我 々の場合はこれを明らかにし得たもの

は3例 であり・Fuchs(6.7%),Kretschmer(10%),

酒井(1.06%)西 村(25%)等 の報告もみられるが,

我々の場合例数 も少く考按の対象とはならないと思わ

れる.

初診月別頻度

越年した8例 を除いた原発性膀胱腫瘍の95例 でみる

と図1の 如くであり,年 初に多く年末にやや少い様な

傾向を認めた.そ してその他の月に於いては特有な分
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布傾向をみなかっ傾向をみなかった.こ れは症状が出

ても年を越してからといつた習慣が当地方にあること

か ら考えて興味もある成績であり,か かる傾向のない

様に指導していきたいものである.

症例 駁

15

JO

5

図1初 診月別頻度

職業別分布

患者は多くの場合高年者であり無職のもの が多 い

が,以 前に主として働いていた職業別頻度をとつてみ

た場合,来 院患者の職業別の全数がないので正確な比

表4患 家 職 業 別 頻 度一
農 漁 業

会 社 員

公 務 員

工

商

員

業

自 由 業

鉄

教

道

員

計

20

15

6

5

5

3

3

1

59

33.8

25.4

10.2

8.5

8.5

5.1

5.1

1.7

100

2

2

1

3

8

25,0

25.0

12,5

37.5

100

22

17

7

5

5

6

3

1

67

32.8

25.4

10.4

7.5

7.5

9.0

4.5

1.5

100

較は困難であるが,職 業を明らかにし得た67例 にっい

てみると当地方の性格からして農漁業従 事 者,会 社

員・公務員が過半数を占めていた.Rehn(1895)の 発

表以来アニリン色素と膀胱腫瘍との関係が重視され本

症の発生に職業の関係が注 目されて来た.そ して西村

もかかる例を4例 報告しているが,我 々の成績からみ

る限りではかかる症例は1例 もなくこれを明らかにし

得なかった.

初診時主訴

主訴別頻度にっいてみると1症 例で2っ 以上の主訴

のあるものがあ り,合 計110の 主訴を得た.こ れをみ

ると表5の 如く血尿がその中で59例,す なわち67.3%

と過半数を示しており,他 の多くの統計,例 えぽ近藤

の88.3%,加 藤の87%,南,菅 原,Payneの90%以

上等よりかなり少いが諸家の成績と大体同様の傾向を

認め,又 これに感染を伴ったと思われる頻尿,排 尿痛

等の膀胱炎症状を含んでいるにしても,こ れらの主訴

で殆んどが占められていた.又 南は無症候性血尿が比

較的少ないと述べているが私の場合も同様であつた,

更に赤木は膀胱乳頭腫に於いては他の症状に比し血尿

の頻発する傾向が強いとのべているが,我 々の成績か

らみる限りこれらの症状が腫瘍の性質により変ること

を明らかにし得ず,何 れの症状も極めて高頻度に合併
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表5初 診 時 主 訴 頻 度

主 訴 3 % ♀ % 計

血 尿 59 67.8 15 65.2 74 67.3

頻 尿 8 9.2 4 17.4 12 10.9

排 尿 痛 8 9,2 3 13。0 11 10.0

尿 閉 2 1 3

尿 混 濁 4
4

尿道不快感 1

13.8 4.3

1

2

IL8

残 尿 感 2

排尿障 碍 2 2

一 一
腰 痛 1 1一
してみられた.

主訴発現より来院までの期間

患者の個人差,腫 瘍の発生部位等によって主訴が変

り来院時期も変るわけであるが,南 は平均2年 余であ

るとし,昭 和29年 頃においてもなを平均9.6ヵ 月であ

るとのべ,菅 原も早期来院の例は極めて少ないとのべ

ている.し かし加藤は1年 以内来院の例が多 い と し

た.他 方我々の場合をみると最短3日 より最長6年 に

達している.し かしながらかかる血尿等の症状が現わ

れても患者の感受性の差によりこれをはつきり知 り得

ない様な症例も可成りあり,又 血尿は多 くの場合間隔

をおいて発来するなどの点からみて,我 々はその発現

より来院までの期間を3ヵ 月以内,6ヵ 月以内,1年

以内,2年 以内,2年 以上の5群 に分けてみた.24例

は主訴発現後来院までの期間が不詳であつたが,こ れ

を大体明らかにし得た79例 についてこれをみると,表

6に みられる様にかなり広い範囲内に分布 して いた

が,3ヵ 月以内に来院したものは37,9%で かなりの数

表6主 訴発現より来院迄の期間一 下
3ヵ 月以 内

6カ 月以 内

1力 年以内

2力 年以内

2力 年以上

計

23

6

11

8

13

37.7

9.8

18.0

13.1

21.3

61 100

7

5

3

3

18

38.8

27.8

16.7

16.7

100

30

11

14

ll

13

79

38.0

13.9

17.7

13.9

16.5

100
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を占めていたが・なお2年 以上して来院した もの も

16.5%を 占めていた.又 症状発来援2年 以上放置して

おいた症例は男子に多 く,特 に早期に著明な血尿を伴

はない様な症例では単に膀胱炎として治療されること

が多いためと考えられ,膀 胱症状が特に高年者にみら

れる時には早期の泌尿器科学的検査が必要であると考

えられる.又Payneは 男子の場合その50%が 来院す

る時期は平均5.3ヵ 月であるのに対し,女 子では6～
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7ヵ 月を要すという成績と一致しなかった .又 各年令

層に於いて病歴の長さには特有な変化を見出し得なか

つた.

初診時尿所見

前記主訴と一致し51例にっいてこれを明らかにし得

た成績についてみると表7に みられる如 く赤血 球 を

86.2%に 認め,こ れに感染乃至炎症が加ったと思われ

る白血球,細 菌が何れも過半数にみられた .こ の成績

表7初 診 時 尿 所 見一
蛋 白

赤 血 球

白 血 球

細 菌

21

31

32

19

58.1

86.2

88.8

52.8

9

13

12

10

60.0

86.8

80.0

66,7

30

44

44

29

58.8

86.2

86.2

56.9

但636例 ♀15例

は近藤の血尿88.1%と 類似するものであるが,蛋 白

尿,細 菌尿は近藤の85.7%,83.3%,菅 原の蛋白尿90

%以 上等に比し,我々の場合蛋白尿,細 菌尿ともに58.8

%,56.9%と 低値を示していた.こ れは南等 も述べて

いる如く我々の場合他の統計に比 し早期来院の症例が

計51例

比較的多かった為と思われる.又 女子に細菌尿が多い

ことにっいて特に腫瘍との関係はないと考えられた.

初診時膀胱容量

記録のある49例 についてこれをみたが300cc以 上,

す なわち正常と思われるものが57.4%と 過半数を占め

表8初 診 時 膀 胱 容 量一
100以 下

200以 下

300以 下

300以 上

計

4

10

7

28

49

8.2

20.4

14.3

57.1

100

1

1

3

7

12

8,3

8.3

25.0

58.4

100

5

11

10

35

61

8.2

18.0

16,4

57,4

100

てい たが,感 染が 強 く腫 瘍 の大 きい もので は 減少 を 伴

うことが多 く,200cc以 下 で み る と男 子29.29/o,女 子
ノ

16.6%と 男子の方が容量の少さいものが多かつた.こ

れは我々の統計でみると男子の方が発病後来院までの

期間が一般に長いという点からあわせ考えれぽ,よ り

膀胱症状が強 くなる可能性があり,こ れと関連した成

績かと思われる.

膀胱鏡所見

91例について膀胱鏡を施行したが,腫 瘍の数につい

てみると表9に みる如く59例,す なわち64.7%が 単発

であり,多 発のものは32例,す なわち35.3%で あっ

た.こ の成績は加藤のそれぞれ86%,14%に 比 し多発

のものが多 く,近藤の報告した76.9%,23.1%,Mosto丘

の71%,24%等 と一致する成績である.

又発生部位をみると膀胱の各部の名称定義が違って

いたり,又2つ の部分にまたがつた様な場合何れをと

るかといつたことによつて異つた値が得られる訳であ

るが尿管口部,頸 部などを含む膀胱三角部に発生した
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表9腫 瘍 の 数一
単

多

発

発

計

46

28

74

62.1

37.9

100

13

4

17

76.5

23,5

100

59

32

91

64.8

35.2

100

表10腫 瘍発生部位一
膀胱三角部(含
尿管口部,頸 部)

其 他 膀 胱 壁

計

42

49

91

46.2

53.8

100

ものが42例,す なわち46.2%を 示 し,そ の他の膀胱壁

の49例,53.8%に 比 し少なく,近藤のそれぞれ51.3%,

48.7%,市 川の62%,38%,Caulkの78%,22%等

と圧倒的に三角部に多いとい う成績と反 し西村等と同

様三角部に少なかつた.こ れは次にみる青排泄法によ

る腎機能が我々の場合近藤のそれに比し良好であった

ということと一致する成績である.膀 胱腫瘍の場合上

部尿路障碍を伴 うことはChute,Caulk,市 川等を始

表11初 診時腎機能(青 排泄)

R L

計 %
・1%・1% ・1%1・1%

5分以内

10分以内

10分 以上

15

17

7

計 39

38.5

43,6

17.9

100

6

3

9

66.7

33.3

12

16

11

100 39

30.8

41.0

28.2

100

4

4

1

9

44,4

44.4

11.1

37

40

19

38.5

41.7

19.8

100 96 100

め多くの人により報告されている所である.

我々の場合尿管口を明らかにし得た48例 について青

排泄試験を施行したが表11に みられる様に10分 以内に

濃染しないものが約20%で あ り約80%は 良好とい う成

績であった.こ れは百瀬の21例 中12例が不良,近 藤は

不良のものが41.2%,又 市川の42%,菅 原の41%に み

られるのに比し膀胱乳頭腫を含むとはいえ良好なもの

が多かった.腎 機能と腫瘍発生部位との関係は当然考

えられる.膀 胱腫瘍の浸潤度の増大と共に腎機能が不

良となるが腫瘍の数,発 生部位による影響は少ないと

市川はのべているが,百 瀬はその発生部位が左壁に多

いとのべており,我 々の場合右側に比し左側で腎機能

不全が多いということと一致する成績でありいくらか

発生部位も腎機能に関係していると思われる.

次に浸潤度を膀胱鏡的並びに触診により推定した症

例61例 についてみると表12に みられる如 く粘膜性乃至

表在性と思われるものが35例,す なわち57
.4%あ り,

表12膀 胱壁浸潤度

表 在 性

深 行 性

計

6

29

23

52

♀

6

3

9

計

35

26

61

%

57.4

42.6

100

かなり浸潤していると推定されたものは26例,す なわ

ち42・5%を 占めていた.こ れは市川の報告にみる表在

性のものは乳頭腫を含めて57%で あ り,我 々の成績と

よく一致しており,近 藤の表在性のもの20例 中4例 や

Mostofiの2,678例 中非浸潤性のもの1
,086例 に比し良

性のものが多かつた.こ れは我々の場合は市川の場合

と同様に乳頭腫をも含めて統計をとったか らであると

思われる.
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組織学的検査,治 療法・、予後等については外来統計

であり調査し得なかつたが,我 々の治療の概略をのべ

れば広汎性浸潤性と思われる3例 に対 し膀胱全別を行

い,他 の局所的浸潤性と思われるものに対しては部分

切除を,又 乳頭腫に対しては単発であれ多発であれか

なり大きいものまでを含めて電気焼灼を行つた.そ の

他広汎性のものに対してはX線 や60Coの 遠隔照射,

6・Co球の近接照射等を行つている.更 に多 くの症例
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に対 しテスパミン等の抗腫瘍剤をこれらと併用しかな

りよい成績を得ている.な おこの間に死亡 したものは

男子25例,女 子1例 計26例 であったが,組 織分類と予

後,治 療内容の詳細にっいては入院統計を行つた際に

検討を加えたいと思 う.

膀胱ポリープ

膀胱ポ リープの頻度については表13の 如 くであ り

外来患者総数の0.9%を 占め,性 別でみると28例 中

表13膀 胱 ポ リ ー プ

外来頻度一
31

32

33

34

35

計

449

361

678

783

980

3,251

1

1

2

1

5

10

を

6

26

1

6

11

霊

6

28

初診時主訴頻度

主 訴

0.2

1,7

1.6

O.5

O,6

排

頻

残

尿

尿

痛

尿

感

排 尿 障 碍

尿 混

0.9 計

濁

症 例 数

10

7

3

2

1

23

%

43。5

30.4

13.0

8.7

4.4

100

男子は僅かに2例 を占めていたにすぎなかつた.そ の

来院時主訴は排尿痛が43.5%と 圧倒的に多く,つ いで

頻尿,残 尿感等であつた.し かしなが らこれらの症状

は本症が他の疾患の場合偶然に発見されるものが多い

点からみて本症に特有な症状とはいえないかも知れな

い.

尿道カルンケル

外来頻度は表14に みられる如 く44例で泌尿器科患者

外来頻度

総数に対し1.3%で あ り,性 別はその何れも女子であ

った.又 来院時主訴は排尿痛39.6%,頻 尿32.6%と こ

れらの症状が全体の72.2%を 占めていた.

以上よりみて膀胱腫瘍もその悪性腫瘍と同様男子に

多い疾患といえる.そ して他の成績と同様我々の成績

から膀胱腫瘍は他の悪性腫瘍より男女差が大であり男

子に頻発する.年 令別頻度でみると男子の方が高年者

が多 く,一 般年令分布と反対の成績を示していた.し

表14尿 道 カ ル ン ケ ル

年

31

32

33

34

35

計

外 来 数

449

361

678

783

980

3,251

症 例 数

6

2

7

7

19

41

%

初診時主訴頻度

主 訴

1.3

0.6

1.0

0.9

1.9

1.3

排

頻

血

腫

尿 痛

尿

尿

瘤

排 尿 障 碍

尿 閉

計

症 例 数

17

14

5

3

2

2

%

39.6

32.6

11.6

7.0

4.7

4.7

43 100
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かしこれは来院患者性別頻度を考慮すぺきである.男

子の方が浸潤度の強いものが多くJこ の5年 間に死亡

したものは女子の1例 に対し男子は28例 の多きを数え

た.腫 瘍浸潤度と発症期間との関係はかなり密接であ

つた.

結 語

昭和31年 よ り昭和35年 にわ たる5年 間に於 け

る膀胱腫瘍の外来統計 を行つた.

1)そ の発生頻度は この5年 間 に続発性 のも

のを含めて111例 で あ り外来総 数に対 しては3.4

1%で あ つた.

2)性 別 頻度 は男子多発傾 向を認め,年 令的

には60才 以後が過半数 を占めていた.

3)自 覚 症 としては血尿,頻 尿が多 く,他 覚

的には血尿,蛋 白尿,細 菌尿 等がみ られた

4)膀 胱鏡 的に発生部位は壁部が三 角部 に比

し多 く,非 浸潤性 のものがかな りあつた.な お

膀胱 容量 の200cc以 下 の例がか なりあ り男子

に多かつた.腎 機能 は多 くの場合正常であつた

が右側の不良なものが多かつた,

本稿の要旨は第32回 日本皮膚科泌尿器科学会広島地

方会において発表した,
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内 臓 痺 痛1

アスパミ
〔特 徴〕=■ リ
1.神 経 性 に よる獲 痛 、筋 肉 性 に よ る落痛 に対 し、 同 時 に しか

も等 しい力 を も って 作 用 します。

2.注 射 、鍵 剤 共 に 作用が 早 く現 わ れ、 胃 痛 ・腹 痛 は も と よ り

泌 尿 器結 石 に件 う嬢 痛 に も優 れ た 効果 を 示 します 。
3。注 里 に よる局 部 の 吸収 は良 好 で あ り、 瞳 孔散 大 、 口 謁N心
悸兀進などの副作用は殆んど現われません。

胃痛 ・腹痛、胃痙甑 胃 ・十二指腸潰瘍に伴う落痛、胆石、泌尿器結
石に伴う逐痛、術後痩痛

健 保 採 用
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